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中国㊥四国地方の天然記念物

濡木輝一1)

まえがき

人は自然を利用し,自然と戦いながら,さまざま

な文化を築いてきた.物いわぬ自然はいつも人のな

すがままに身をゆだね,犠牲を強いられてきた.し

かし,まだ地上には,人との争いに巻き込まれず悠

久の世界を抜いてきた自然が無限にある.そのよう

な自然のごく一部を,私たちは天然記念物として

r価値ある自然｣と考えている.小さいな石ころや

小さな草の1つ1つまで,むだで｢価値のない自

然｣は1つもない.その意味ですべての自然は最

大隈に保護されたげればならない.現実にはr価値

ある自然｣と認められた自然だけが,程度の差はあ

るが,保護されてきている.人は自らの造形を過大

に評価し,いとも簡単にr価値のない自然｣と交換

してはいないだろうか.

今までに注目された自然の中で,地学的な側面か

ら選び出された天然記念物を各県別に拾ってみよ

う.

中国地方の天然記念物

1.鳥取県

浦富海岸

(岩美郡岩美町,国)

さまざまの方位の節理と割れがよく発達した細粒

花商岩(鉛山文象斑岩類:Rb-Sr,36～39Ma;須藤

ほか,1988)が著しい海食を受け,多数の岩島,絶

壁,洞門,洞窟たどを生じ,景観の変化に富んでい

る.

ナウマンゾウ牙一1

(鳥取市東町2-124,鳥取県立博物館蔵,県)

鳥取県迩摩郡温泉津町沖合60km地点産.最終

氷期に生息(亀井,1978).

ナウマンゾウ牙一2

(鳥取市東町2-124,鳥取県立博物館蔵,県)

萩市沖合約150kmの海底で漁船により採集.全

長169cm,最大周囲41.3cm,重量27.0kg,14C年

代は3.6万年で,最終氷期の極相期の2万年前より

古い.

扇ノ山の火山弾

(鳥取県立博物館蔵,県)

扇ノ山(1309.9m)は第四紀更新世の玄武岩質楯

状火山であるが,そこから飛来したと思われる火山

弾カミ火山南方1.1km,八頭郡八東町地内で発見さ

れた.長径105cm,短径57cmの紡錘形1

鳥取砂丘

(鳥取市浜坂,岩美郡富部村,国)

鳥取砂丘は北西の卓越風によって作られた日本海

側の代表的な海岸砂丘の1つで,千代川河口を中

心に,東西約16km,南北約2kmにわたって拡が

っている.そのうち,裸地146.2ヘクタｰルが天然

記念物に指定されている.

鳥取砂丘(砂粒の平均粒径O.2～0.3mm)は陸側の

古砂丘(湯山層,洪積世)と海側の新砂丘(沖積世)か

らなり,両者の問に大山火山灰層(倉吉軽石,4万

～5万年前)がはさまれる(山陰第四紀研究グルｰプ,

���

2｡島根県

おにLたぶる

鬼の舌根

(仁多郡仁多町,国)

ひいまき

斐伊川の支流,馬木川に沿う花嵩岩(古第三紀)か

らたる峡谷.この峡谷の両側をなす花嵩岩は比高

40m以上にわたって著しい河食を受け,河床には

おうげつ

丸味をおびた巨岩が積み重なり,多数の甑穴も見ら

れる.

きりあけ

岩屋寺の切開

(仁多郡横田町,国)

岩屋寺は斐伊川の上流にある.寺内の黒雲母花嵩

1)岡山大学教養都1〒700岡山県岡山市津島中2-1-1
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騒国指定

魯渠指定

上布野逆断層

波根西の珪化木

松代鉱山の霧石産地

仁万の珪化木

船佐･山内道断層

石見畳ヶ浦

黄長石霞石玄武岩

三笠

唐音の蛇君

江パ,

押ヶ峠断層

青海島須佐高山の磁石石浜

龍宮の潮吹益

俵島須佐湾

.ノ

景清穴･大正洞義津パ

1フ､1

中尾洞～､/㌧

秋芳洞山口

石柱渓もイ.I.徳山

万倉の大岩郷｡洲

凄

大連島のぎ州宇部

雲母玄武岩

吉部り大岩郷.防府市中浦の

秋吉台緑色片岩

雛膿農淳1;工､｡

潜戸

岩屋寺の切既

鬼の舌振

立悟崎

℀

縛

､'陣κ

戸

粟谷の蛇喰磐

築島の岩脈:浦富海岸

大根島の溶岩隆道ナウマンゾウ牙1,2

平城川の甑穴1鳥扇ノ山火山弾

粁鷲奇洞､上房台･備中鍾乳穴

{〕≒事辱2礫宥11■1'羅生門･草間の

く1'大野の整合一間歓冷泉

`ゴ合一1■阿哲台･井倉洞

＼八町畷の準平原

�

圏枝の不整合

雄橋1､で''成羽の化石層

鞄

キ､川■I｡藍坪

'､■'㈱

一一,圏.｡''棚波形岩

瀬盗ζ鐙岩雛被

仙酔層と岩脈･仙酔島の海食洞

上原谷石灰岩

矢川ρクリ.1と二

久井･矢野の岩海

岩屋観音窟

第1図中国地方の地質系天然記念物の分布一

東酒屋の海底地すべり･東酒屋の摺曲

西酒屋の備北層群大露頭

三次の地ろう

岩を貫通する切り通しのような地形があり,切開と

呼んでいる1高さ10～20m,長さ約70m.

松代鉱山の霧石産地

(大田市久利町松代,国)

松代石膏鉱山付近の粘土層(中新世久利･川合層)

中に産する,白い鉱物の集合体.大きいものは直径

30cmに達する.徴量のストロンチウム･鉛を含

む.

石見畳ケ浦

(浜田市国分町,国)

千畳敷とも呼ばれる.明治5年(1872)2月の浜

田地震の際に隆起して現われた海床で,海面上約

1～1.5mの高さにある.海床は砂岩･頁岩互層(中

新世唐鐘累層;猪木ほか,1987)からなり,地層は

ほぼ水平に横たわる.砂岩層には多数の丸い突起が

成長し,一方では多くの海食甑穴もみられる.丸い

突起は石灰質団塊.

たちくえ

立久恵

(出雲市朝山町,国)

かんと

神戸川峡谷沿いの急峻な岸壁が約1km続く景勝

地.安山岩質集塊岩(大森層;島根県地質図編集委

員会,1982)と,これを貫く岩脈が一緒に河食を受

け,侵食に対する低抗力のちがいによって複雑た地

形が生じた.

くけと

潜戸

(八束郡島根町,国)

くげとはな

潜戸鼻半島の先端に位置し,新潜戸と旧潜戸があ

る.岩石は玄武岩質溶岩と凝灰集塊岩(中新世大森

層)からなり,大小多くの海食洞門,海食洞窟があ

る.

はね1=L

波根西の珪化木

(大田市久手町,国)

角礫凝灰岩(中新世大森層)中で珪化した広葉樹木

が波食により露出した(写真1).

仁万の珪化木

(仁摩郡仁摩町仁万町要害ノ後,県)

仁万海岸松が鼻の東方1kmに直径1m,長さ

2.5mおよび直径0.6m,長さ1.8mの2体.中新

世波多層の泥岩を挟む流紋岩質砕屑岩中に産する.

多古の七ツ穴

地質ニュｰス454号�
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写真1島根県,大田市,波羽西の珪化木(大田市商工観

光課提供).

(八束郡島根町,国)

島根半島の最北端に多古鼻という岬があり,玄武

岩質火砕岩(中新世大森層)が高さ約50m,長さ

400mの断崖をなして続いている.断崖には4こ

の海食洞窟が9この洞口を開いて並ぶ.ただし,

海上から一度に見える洞口は7こ.

つきしま

築島の岩脈

(八束郡島根町,国)

築島の北西部の,玄武岩質火砕岩(中新世古江累

層;猪木はか,1987)からたる断崖に露出する安山

岩質岩床.

からおと

唐音の蛇岩

(益田市西平原,国)

海岸沿いの断層に平行に貫入した幅1m,長さ

300m以上の安山岩岩脈.周囲の岩石は石英安山

岩(古第三紀).

おきちぶリせきへき

隠岐知夫赤壁

(隠岐郡知夫村,国)

隠岐島知夫島の西海岸に露出する.200m以上続

く断崖.おもに粗面玄武岩(鮮新世)からなる.夕陽

1992年6月号

を浴びると赤･澄･黄･灰色に輝くのでこの名があ

る.赤壁では溶岩をはさまず,もっぱら褐色～暗赤

色の火山礫と火山灰の互層.この互層の水平方向の

拡がりは狭く,やがて溶岩へ移り変る(千葉,

���

黄長;百霞石玄武岩

(浜田市熱田町,県)

長浜にあり,三郡変成岩をおおう黄長石一エジル

輝石一霞石玄武岩で,Si02=35～36%.K-Ar年令

約6Ma(宇都ほか,1984).

おきくにが

隠岐国賀海岸

(隠岐郡西ノ島町,国)

隠岐島前西ノ島の西岸に,延長約10km,高さ

250mの絶壁が続く.岩石は粗面玄武岩(鮮新世).

おきLらしま

隠岐白島海岸

(隠岐郡西郷町,国)

隠岐島後の最北端の白島崎,松島,白島などが石

英粗面岩(鮮新世)からたる.石英粗面岩には板状構

造が著しく発達し,一見ふつうの粘板岩のように見

え,また一部は屈曲して摺曲構造のようにも見え

る1

おきのリだ

隠岐海苔田ノ鼻

(隠岐郡西郷町,国)

隠岐島後の最北端に近い岬が,アルカリ粗面岩,

アルカリ玄武岩(鮮新世)からなる.アルカリ玄武岩

には放射状節理が発達し(写真2),遠景は鎧に似て

いるので,鎧岩と呼ばれる.

写真2島根県隠岐島後,海苔田ノ鼻.方向が異たる2

種類の節理が描く鐙岩(隠岐観光協会提供).�
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大根島の溶岩燧道

(八束郡八束町,国持天)

大根島は中海の中ほどにある,周囲約10kmの

島で,後期更新世のアノレカリ玄武岩からなる.溶岩

隆道は島の東南部にみられる溶岩洞穴で,長さ約

200m,幽鬼洞とも呼ばれている.

大根島第二溶岩隆道

(八束郡八束町,国)

上記より4年後に発見された同様な溶岩洞穴で,

龍棲洞とも呼ばれる.

3.岡山県

阿哲台

(新見市井倉,県)

新見市井倉を中心とする東西17.8km,南北12

kmの石灰岩台地.古生代末期の石灰岩が陸化後の

浸食により地表の凹地形,地下水による鍾乳洞(満

奇洞,秘坂鍾乳穴,宇山洞,井倉洞など)の形成,

そして洞内の二次生成物などを生じた.

上房台

(上房郡北房町,県)

阿哲台で東方にあり,阿哲台とは津カ川,中津井

川で分けられる.カルスト地形,鍾乳穴が特徴.

まきどう

満奇洞

(新見市豊水,県)

阿哲台の北東部にある石灰洞.洞長は約450m､

この洞窟の鍾乳石,石筍,石柱,石灰華段などは特

に美事である(光野ほか,1982).満奇洞は地名の

まき

槙にちなみ与謝野鉄幹･晶子夫妻が命名(光野はカ㍉

1980)､

井倉洞

(新見市井倉,県)

阿哲台中央部にある石灰洞で,洞窟は延長1.2

kmにおよび,県下で最長.洞内には落差50mに

達する滝がある.特に鍾乳石(つらら石),壁面の流

れ石,カｰテンが顕著に発達している(光野ほか,

���

かなちあな

備中鍾乳穴

(上房郡北房町井殿,県)

備中鍾乳穴は上房台石灰岩に含まれる.洞窟の延

長は短いが,洞内の空間は高くかつ広く,側壁には

溝状の流れ石が美事に発達している.

羅生門

くさま

(新見市草間,国)

石灰岩洞穴の一部が崩れてできた天然橋.南北に

2門あり.

草間の間歌冷泉

(新見市草間,国)

上記と同じく阿哲台石灰岩の一部一佐伏川右岸の

石灰岩岸壁の洞穴から,かつては地下水脈のサイフ

ォン原理で問歓的に水量が変化し,この名がある､

成羽の化万層

(川上郡成羽町成羽,小田郡美星町明治,県)

中生代三畳紀の成羽層群に含まれる化石層を一括

もがみやま

して天然記念物に指定由最下位の最上山層にはまれ

ひ危ばた

に植物化石が含まれ,中位の目南畑層には泥岸層中

にシダ･トクサ･イチョウなどが,また苧最上位の

地頭層にはエントモノチスが含まれる.

おおがおしかぶせ

大賀の押被

(川上郡川上町,国)

古生界石灰岩層が三畳系成羽層群の上に逆断層に

よって衝上している.小澤(1923)が川上町小谷ケ

市と松原の間の道路沿いの露頭から最初に報告した

(猪木はカ㍉1987).

枝の不整合

(川上郡成羽町枝,県)

成羽川の支流,島木川左岸にある三畳紀成羽層群

に属する地頭層(砂岩･頁岩)を不整合に覆う白亜紀

関門層群に属する石灰岩礫を伴う礫岩層露頭.

象岩

(倉敷市下津井六口島,国)

六口島田之浦海岸にある高さ8mの花崩岩が,

割れ目に沿う選択的な波食によってげずられ,象の

形になった(写真3).岩石は角閃石一黒雲母花開岩.

(Rb-Sr年令84Ma;加々美ほか,1988).

白;百島の鎧岩

(笠岡市白石島,国)

淡紅色の粗粒花開岩(後期白亜紀)を貫く幅数10

Cmの白い半花開岩脈があり,外側の花嵩岩がはが

れたために,半花開岩が花嵩岩にはり着いた形にた

った.半花嵐岩には脈壁に直角な2方向の観則的

な節理が発達し,遠くから見ると鎧のように見え

る.

大野の整合

(苫田群鏡野町竹田,県)

中国地方内陸部の津山,三次付近は新第三紀中新

地質ニュｰス454号�
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成.藍坪は猿が藍の染物をしたと言う伝説に由来.

写真3岡山県,瀬戸内海の小島,六口島海岸の象岩

(撮影:石原舜三).

世ごろ内海であったが,そのときの堆積物である砂

岩･頁岩が整合的に重なり見事な互層を示す.

浪形岩

(井原市野上町千手院,県)

千手院庭内にある化石床石灰岩の大塊を浪形岩

･浪岩･浪形石灰岩たどと呼ぶ.浪形は地名.こ

の石灰岩は中新世を示す化石床(厚さ約30m)でサ

メの歯,ハネガイ,カキ等の化石を含み,近くに数

地点の露頭がある(光野ほか,1980).

塩漬の礫岩

(真庭郡落合町関,佐引,県)

礫のほとんどカミ蛇紋岩,かんらん岩たとの超塩基

性岩からなる特異た第三紀礫岩層.礫は径10～60

cmの円礫,地層の厚さは約50mで分布は広くな

い･屏風岩が幅200m,高さ30mの範囲に露出し,

その北端に塩漬と呼ぶ滝がある.

なわて

八町畷の準平原

(上房郡賀陽町吉川,県)

八町畷は吉備高原の中にあって,侵食を受けてい

ない幼年期の準平原(未侵食面)である.この準平原

は標高およそ350mにある吉川八幡宮から西庄田,

小茂田方面にかけて約6km2の範囲にひろがって

いる.

藍坪

(川上郡川上町上大竹,県)

成羽川の支流,領家川上流にある4つの深淵.

千枚岩の河床が滝となり,それが後退して深淵を形

1992年6月号

4.広島県

おんぱL

雄橋

(比婆郡東城町,国)

帝釈台の帝釈峡にかかる天然橋.下流域の河川水

位が低下すると共に,伏流が石灰洞を作り,その一

部が橋状に残されたもの(中国地方地学事典,

���

矢川のクリッペ

(福山市加茂町矢川,県)

福山市荒神山(170m)では中生代粘板岩が中腹を

占め,古生代末期の石灰岩が山頂を覆う.石灰岩直

下の粘板岩は著しく破砕しており,これは石灰岩が

大観模に横移動したことを示す.

かみはらダ=

上原谷石灰岩巨大磯

(福山市加茂町山野上原谷,県)

白亜紀後期の硯石層群に属する礫岩層中の巨大礫

で,高さ30m,幅35m,奥行35m以上の大きさが

ある.礫の下部に小さな石灰洞が形成されている

(中国地方地学事典,1987).

仙酔層と岩脈

(福山市靹町後地,県)

広島県には白亜紀後期の高田流紋岩類が広く分布

するが,この地層は稀に砂岩･頁岩層を爽む.当地

のものは仙酔層と名付けられ,火山活動の休止期を

示すものとして重要.断層ぞいに苦鉄質岩脈もあ

る.

東酒屋の海底地すべり構造

(三次市東酒屋町敦盛,県)

備北地区広域営農団地農道の切取面で,120m

にわたり露出.海成備北層群(中新統)上部層に属す一

る泥質岩優勢な部分に,スラソブ摺曲,スランプボ

ｰル,小断層などの層内異常･層間異常が発達して

いる.周辺の備北層群はほぼ水平層で,このような

異常は認められない.

東酒屋の摺曲

(三次市東酒屋町松尾,県)

ほぼ水平に重なる中新世備北層群上部層に属する

砂岩･頁岩薄互層が様々な摺曲構造を示す.

西酒屋の備北層群大露頭

(三次市西酒屋町抜潟,県)

上記と同じ傭北層群大露頭.�
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おしたお

押ケ峠断層帯

(山県郡戸河内町･佐伯郡吉和村,国)

この断層は十方山(1319m)の南東麓をほぼ

N30o～500Eの方向に切り,西へ急傾斜している横

ずれの逆断層で,断層帯の幅は40～50mである.

たていわ

押ケ峠断層帯沿いの立岩一柴木問にはケルソコルと

ケルンバットが8個ならび,典型的た断層地形が

発達している(第2図).

久井･矢野の岩海

(御調郡久井町･甲奴郡上下町,国)

久井の岩海は宇根山(699m)の南東麓の三条の谷

を埋めている1西側の｢銭亀こうろ｣は長さ550m,

幅65m,r中こうろ｣は長さ350m,幅100m,東

側の｢大こうろ｣は200mで末端は｢中こうろ｣

に合流.巨礫は1～3m大の角閃石･黒雲母花開閃

緑岩(後期白亜紀)である.基盤の岩石が節理に沿い

風化,離脱したもので,現地残留に近い岩海.矢野

の岩海は基盤の黒雲母花開岩(後期白亜紀)が風化

･離脱され,谷の斜面に沿って転落し集合して形

勢･

入

､

'“'

畠鐵

灘蒲

q.杉

1■

匿

一蛙

一

＼

△1

1■

穗灘.麟

螢

｡畿､

.み

彦

'■'`寒

1一'ρ

､灘

に'戸.

水一.■

､

､

■一1
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襲

欝

第2図広島県,地形図にも見事に現れている岬ケ峠断

層のケルソコル(断層線上の凹部)とケルンバッ

ト(その南東側の凸部).国土地理院発行5万分

の1地形図“三段峡"による(実物大)｡

成されたもの.岩海は幅40m,長さ70mの範囲に

拡がっている.巨礫は径2～6mのものが累積して

いる.空洞も形成されている.

上布野･二反田逆断層

(双三郡君田村石原,県)

かんのせ

双三郡上布野から二反田を経て神之瀬川まで約

6kmにわたり,比高200～400mの東西方向にの

びる断層崖がある.断層崖の両側には台地が開け,

庸側が低い｡台地はいずれも流紋岩･花開斑岩とそ

れらをおおう中新世傭北層群からなっている.断層

は走行N80㌻穿北へ垂ぴ傾斜する逆断層である(中

国地方地学事典手工98γ)由

福山衝上断層

(福山市奈良津町･蔵王町,県)

奈良津では花開斑岩(後期白亜紀)の上に不整合関

係で中新世福山累層がのり,その上に花開斑岩が,

走行N60｡～70Tで北へ30｡～45｡煩く低角度の断

層によって,衝上している.この衝上断層は,蔵王

では第四紀礫層を切っている.

ふなきやまのうち

船佐･山内逆断層帯

(高田郡高宮町･三次市畠敷町･庄原市山内町,国)

船佐逆断層では基盤岩の後期中生代花嵐岩が中新

世傭北層群およびその上に不整合にのる第四系甲立

礫層の上に,衝上している.断層面は走行

N80.W,北に3ぴ便斜.山内逆断層では衝上岩帯が

後期中生代の流紋岩･花開斑岩にかわっている.

みよL

三次の地ろう産地

(三次市向江田町,県)

地ろうは向江田町の馬洗川備北大橋の架橋工事の

際に,右岸側の第四紀砂礫層中から発見された.諸

外国の地ろうは油田か炭田地域の新第三紀以前の地

層から発見されているので,三次の地ろうは地質学

的に特異である(中国地方地学事典,1987).

平城川の甑穴

(比婆郡東城町東城,県)

東城川河床の3.5kmにわたり,中新世泥岩･砂

岩･礫岩中に発達する甑穴.

じ#くし､し､オ〕

栗谷の蛇喰磐

(大竹市栗谷町大栗林,県)

小瀬川の一部に発達する白亜紀後期広島花商岩中

の甑穴.

二級峡

(呉市広町と郷原町,県)

地質ニュｰス454号�



中国･四国地方の天然記念物

一21一

写真4広島県,二級峡谷(左)と広島花嵐岩中の二方向の節理に拾って生じた欧穴(右)

(撮影:石原舜三).

黒瀬川が広島県南部の海岸段丘を下る所で幅3

m,上段高さ21m,下段22mの二級滝を作る.河

底には花嵩岩の節理に沿って無数の甑穴がある(写

真4).

仙酔島の海食洞

(福山市靹町後地仙酔島,県)

仙酔島周囲の断崖には海食洞が多いが,いずれも

満潮水位面より2-4mの高位にあり,現在の波食

はうげていない.二級滝その他の証拠と合わせて,

これは瀬戸内海岸が近年隆起したためである.

5.山口県

秋吉台

(美祢郡秋芳町･美東町および美祢市,国)

広義には秋芳町･美東町･美祢市に分布する130

km2の石灰岩台地をいう.そのうち,台地のほぼ

ことう

中央を南北に流れる厚東川の東部が狭義の秋吉台

で,さらにその一部の1269ヘクタｰノレが天然記念

1992年6月号

写真5秋吉台の日本型カルスト地形(上)と野焼き後の

石灰岩露頭(下)(撮影:石原舜三).�
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物に指定されている.秋吉台にはカレンフェルト,

ドリｰネ,ウバｰレをはじめ地下の石灰洞などがよ

く発達し,ここは日本型カノレスト地歩の典型である

(写真5).石灰岩からフズリナ,サンゴ,腕足類･

貝類の化石が多産するので,この石灰岩は古生代石

炭紀前期末～二畳紀後期に堆積したサンゴ礁であ

る.

あきよしどう

秋芳洞

(美祢郡秋芳町,国)

我が国最大の石灰洞で,洞穴の延長1.5km,最

大幅至00m.秋芳洞は鍾乳石,石筍,石柱だとの石

灰生成物カミ豊富で,石灰華で縁どられた階段状の池

｢百枚皿｣は特に有名.

中尾洞

(美祢郡秋芳町,国)

あおかげ淀い

秋吉台の西北端にある青影台の頂上付近にある.

洞窟の総延長約260m.鍾乳石,石筍などの石灰生

成物がよく発達している.

大正洞

(美祢郡美東町歩郷,国)

秋吉石灰岩台地の洞穴のひとつ.真名ケ岳の北麓

に開1]する上･中･下3レベルがある堅横複合洞.

総延長930m.

かげきよあな

景清穴

(美祢郡美東町,国)

しんでだい

美東町の狩出台の西麓に開口する石灰岩貫通洞.

きへ為おいわごう

吉部の大岩郷

(厚狭郡楠町,国)

楠町大棚から約1km西にある北東方向の浅い谷

を無数の巨礫(長径1～3m)が埋めて岩海をなして

いる.岩石は石英･両輝石はんれい岩(後期白亜

紀).

まぐらおおいわごう

万倉の大岩郷

(美祢市伊佐町奥万倉,国)

金毘羅山の南山麓,緩便斜面の凹部に,石英閃緑

岩(後期白亜紀)の巨礫(長径1～5m)が,幅100m,

奥行150mの範囲に露出する.方状節理に沿って

風化カミ造み分離された岩塊が集積したもの(口絵参

照).

こうやま

須佐高山の磁石石

(阿武郡須佐町,国)

須佐町北部の高山(533m)を中心に,東西約3

km,南北約2kmの楕円状に,高山はんれい岩(K一

Ar年令15Ma,松本･板谷,1986)が分布してい

る.高山山頂付近のはんれい岩岩塊は特別に強い磁

気(平均10.52×10■3emu/g;堂面,1958)を帯びて

いるので磁石石と呼ばれている.これは落雷に伴っ

て非常に強い磁場が生じ,岩石中の磁鉄鉱が二次的

に強い磁気を帯びたためと説明されている(堂面宰

19δ8)岩

お義線し蜜

青海鳥

淡よい

(長門市仙崎･通､霞)

島の北側は實本海の荒波を受けて複雑な海食地形

をたす昔岩石は流紋岩～石英安山岩質凝灰岩(自亜

紀阿武層群上部層および下関重層群)､

石柱渓

(豊浦郡豊田町,国)

おおすだ

木屋川の支流である大州田川の下流2kmにわた

って発達する渓谷で,石英斑岩(後期白亜紀)からな

る.石英斑岩には径10～20cmの四角～六角の直

立する柱状節理が見事に発達し,水はその上を流れ

て多数の小さた滝となる.河床には大小の甑穴があ

る.

竜宮の潮吹

っおう

(大津市油谷町津黄,国)

安山岩(古第三紀)の海食崖から断続的に噴潮す

る.

俵島

(大津郡油谷町,国)

向津具半島の最西端にある,周囲約500m,比高

30mの小島.島はかんらん石玄武岩(中新世中期～

更新世前期)からたり,島全体に柱状節理が著しく

発達.

須佐湾

(阿武郡須佐町,国)

阿武郡の須佐湾一帯はおぽれ谷を中心とする典型

的な沈水海岸である.指定区域は須佐湾を中心に南

せざき

西部の金井崎から北東部の頼先に至る海岸部の約

18kmである.波静がた湾内と,波が荒く海食崖

や海食洞の多い湾外の景観は著しく対照的である.

名勝として名高い畳岩や千畳敷は湾外北東部の海岸

の一部で,中新世須佐層群(岡本･陶山,1975)の

砂岩･頁岩互層が見事な縞模様をみせる海食崖であ

る(写真6).ここでは平滑た単傾斜の地層カミ重な

り,約10｡北へ傾いている.

須佐層群に高山はんれい岩体(K-Ar年令15Ma;

地質ニュｰス454号�
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写真6山口県,須佐湾中新世砂岩･頁岩互層が綾たす

見事た成層構造(撮影:石原舜三).

松本･板谷,1986)が貫入接触しており,党かげ上

約600mの接触変成帯が形成されている.しかし,

明らかな接触変成岩は接触部から約200mまでで,

千畳敷の岩石は接触変成帯の最外部にあたる(山口

地学会編,1991).

むつれじま

六連島の雲母玄武岩

(下関市六連島,国)

六連島は下関の西方約5kmのところにあり,第

三系とそれを貫く山陰系のアルカリ質玄武岩からな

る.この玄武岩は多孔質で,その孔隙中に径約4

mmの黒雲母の板状結晶が多数晶出している.針状

の角閃石もみられる.

岩屋観音窟

(玖珂郡美川町,国)

錦川支流の根笠川左岸に岩屋山御聖寺があり,そ

の横に南に向かって開口し,北東へ延びる小さな石

灰洞窟がある.洞窟の奥に,いつの頃からか,肩さ

85cmの木像観音像が安置されている1この像は滴

下水によって石灰でおおわれて石化したが,その顔

1992年6月号

だちは現在でも明らかに認められる.

防府市中浦の緑色片岩

(防府市田島,県)

三郡変成岩類に属する緑色片岩類が花開岩の貫入

による熱変成により角閃岩化すると共に自形の柘榴

石を生じており,貴重である.

四国地方の天然記念物(第3図)

1｡徳島県

大野城山の花開質岩

(阿南市上大野町大山田,県)

黒瀬川構造帯に含まれる圧砕花開岩.これとほぼ

同じ産状を示す阿南市加茂町産花嵐岩のRb-Sr年

令は410-430Ma(早瀬･早坂,1967)たので,城山

の圧砕花開岩も400Maに近い年令が予想される.

たつかわ

立川のシルリア紀石灰岩の母岩

(勝浦郡勝浦町棚野手奥立川,県)

奥立川に露出する黒濁11構造帯の一部古石灰岩に

はシルリア紀のrクサジサンゴ｣が含まれる.

にLいやさんみょう淋んれきへんがん

西祖谷および三名の含礫片岩

(三好郡西祖谷山村一字,三好郡山城町西宇,県)

この礫質片岩は大歩危峡から東方の祖谷峡一字を

経て松尾州まで,東西に長く分布する三波川結晶片

岩の一部.礫種は正ケイ岩(オｰソコツァイト),酸

性凝灰岩,頁岩,少量の花開岩などからなるが,供

給地は不明.礫の多くは著しく扁平化.化石資料が

なく,原石はジュラ紀末期～白亜紀初期(120-130

Ma:磯崎･板谷,1990〔英〕)と推定されている.

加島の中生代底痕群

(海部郡海南町浅川学鍛冶屋,県)

四万十層群の砂･泥岩にみられる環形動物他の活･･

動の場の化石.古環境を知る手懸りとなり貴重.地

層の時代については若干疑義がある.

たちの

太刀野の中央構造線

(三好郡三野町大字太刀野,県)

太刀野の中央構造線は和泉層(上部白亜系)と三波

川帯の間を境しているが,和泉層群は崖錐におおわ

れ,両者の直接の関係は観察でき狂い.

LLくいうら

宍喰浦の化石漣痕

(海都郡宍喰町,国)

Lしくいこめ

宍喰町古目付近には古第三紀始新世の砂岩に化石

漣痕が発達している.これは舌状漣痕と呼ばれてい�
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麗国指定太刀野の中央構造線

円上島

睡県指定一
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第3図
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土釜

､

竜河洞安業

奈年利

隻戸岬

長尾街上断層

網島および丸亀島

鹿浦越の

＼､ランプロフアイヤ岩脈

阿波の土柱

佃島

紀江川の水温異常現象

晶骨

水

大野城山の花開質岩

道

立川のシルリア紀石灰岩

加島の中生代底痕群

宍喰浦の化石漣痕

西祖谷および三名の合礫片岩

四国地方の地質系天然記念物の分布.

写真7徳島県,阿波の土柱.讃岐山脈の南麓に多い扇

状地砂礫層の風化現象(撮影:石原舜三).

扇状地砂礫層(洪積世)の一部が選択的に風化･侵

食されて土柱が形成された(写真7)､

どがま

土釜

(美東郡一宇村赤松,県)

吉野川の支流,真光川が三波川変成岩帯を切って

流れる所に径11～6mの甑穴が発達.三波川変成

岩の背斜軸部で,かつ黒色片岩と緑色片岩との境界

付近で発達.

江川の水温異常現象

(麻植郡鴨島町知恵島,県)

地下水温は一般に一定であるが,当地の吉野川近

傍の湧水は夏10℃,冬20℃で異常である.これは

吉野川流域の川砂利層で相当期問あたためられ,あ

るいは冷やされた水がおくれて湧出するためであり

興味深い.

る.

阿波の土柱

(阿波郡阿波町,国)

2.香川県

まるがみじま

円上島の球状ノｰライト

(観音寺市伊吹町,国)

円上島は観音寺市の沖合約18kmにある小島.

この島は領家帯に特徴的なノｰライト質はんれい岩

からなっている.はんれい岩の一都に外径数Cmの

黒と白の同心円模様が沢山認められる.それらを球

状ノｰライトと呼ぶ.黒い部分は輝石(一部角閃

石),白い部分は斜長石の多い部分である.

Lかうらごえ

鹿浦越のランプロフアイヤ岩脈

地質ニュｰス454号�
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(大川郡白鳥町,国)

白鳥花歯岩(沓掛ほか,1979≡K-Ar年令87Ma,

柴田,1979)貫く優黒色のランプロフアイヤ岩脈が

ほぼ平行に,あるいは一部が互いにつながって多数

発達している(写真8).岩脈の幅は5～200cm,方

向はNW-SE.岩脈は花開岩固結直後に貫入した.

しかし,岩脈の化学組成は粗粒玄武岩から花開斑岩

までさまざまで,また,周縁部は石英閃緑斑岩,中

央部は花開斑岩からなる複合岩脈も見られる.親マ

グマはソレアイト系に近いが,典型的たソレアイト

ではない(氏家,1980).

屋島

(高松市屋島東町･中町･西町･高松町,国)

高松市東部にある平垣な卓状台地(メサ).標高

250～290m,現在,厚さ約200mの古銅輝石安山

岩溶岩(鮮新世)が基盤の花開岩(後期白亜紀)をおお

っている.溶岩台地はもともと高松市の南まで拡が

.っていた.

網島および丸亀島

(大川郡大内町,国)

二つの島はともに周囲が急峻な海食崖で,岩石は

古銅輝石安山岩･讃岐岩(鮮新世)からたる.安山岩

には四角い角材に似た柱状節理がよく発達し,あた

かも無数の角材を積み重ねたように見える.

長尾衝上断層

(大川郡長尾町長尾名,県)

､亀鶴公園のすぐ南の丘陵の北面崖に露出.洪積世

中期の淡水産粘土層･砂礫層の上に南の白亜紀花開

岩が衝上している.花開岩と洪積層の問に厚さ約

1mの断層粘土が発達.衝上断層の走行はN70｡一

80T,傾斜は10｡一50.Sで,この断層は東西に約

15km追跡可能(坂東,1979).

3.愛媛県

ゴトランド紀拒灰岩

(東宇和郡城川町窪野,県)

黒瀬川構造帯のレンズ状岩体の一部.シルノレ紀の

クサリサンゴやハチノスサンゴが含まれる(永井,

���

田穂の宿灰岩

(東宇和郡城川町田穂,県)

当地の石灰岩から三畳紀のアンモナイト化石が大

正11年に発見され,西南日本外帯に三畳系が存在

1992年6月号

写真8香川県,鹿浦越のランプロファイア岩脈

(撮影:石原舜三)

することが証明された.

エジル右閃長岩

(越智郡岩城村暮坂,県)

岩城島の東部海岸近くに200×150m程度の閃長

岩質小岩体がある.この閃長岩体はエジル石閃長岩

やエシノレ石･石英閃長岩などからなる複合体で,外

側はエジル石化闇岩によって囲まれ,さらにその外

側は粗粒黒雲母花開岩によって囲まれている｡ただ

し同心円状ではない.エシノレ石閃長岩にはr杉石｣

が含まれる(村上,1976).

扶桑木(珪化木)

(伊予市森大谷,県)

大谷海岸には第三紀泥岩が露出し断崖をなすが,

メタセコイヤ,トガサクラ,オオバラモミ等の珪化

した化石,珪化木が産出し,扶桑木と呼ばれてい

る.

やがま

八釜の既穴群

かみわけたやただに

(上浮穴郡柳谷村,国持天)

仁淀川水系面河川の支流黒川にある.八釜地域

で,秩父帯チャｰトからなる岩盤上に多数の甑穴群

が約80mにわたって散在する.岩盤は河水面より

数m高く,甑穴は流路にほぼ平行な4～5列の群に�
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わげられる.中央部に並ぶ8個の｢八釜｣は径数

mの巨大師穴がほぼ等間隔で並んだもの.甑穴は

上流側カミえぐられており,内に1土径30cm以下の巨

礫が入っている.このように多数の甑穴が集中的に

形成されたのは,この付近のチャｰトに垂直性節理

がよく発達しているためである,と考えられてい

る.

小屋の羅漢穴

(東宇和郡野村町小松,県)

``秩父吉生層瑚に属する大野ケ原石灰岩台地(東西

4-5k皿茗南北1-2km,厚さ20-50㎜)の西端､標

高720腹にある鍾乳洞.全長凄30mの横穴.

砥部衝上断層

(伊予郡砥部町主国)

砥部州の河畔と河床に露出する中央構造線の一

部.断層面は走向N6ぴE､傾斜NW30｡.断層の下

盤(上流,南)側に始新世後期の明神層の礫岩があ

り,上盤(下流,北)側に白亜紀後期の和泉層群が分

布している.断層に沿い,和泉層群の断層角礫や火

成岩源圧砕岩(フィロナイト様岩)が見いだされる

(永井,1987).

衝上断層

(周桑郡丹原町湯谷口,県)

国道11号線に沿う湯谷口付近の中山川河床にあ

り,三波川変成岩(黒色片岩)の上に白亜紀の和泉砂

岩層が衝上する.衝上面は走向N80.W,傾斜

20“の逆断層､また,衝上面に沿い両輝石安山岩

が貫入しているが,安山岩は破砕されていない.

4｡高知県

リ時うがどう

竜河洞

さかがわ

(香美郡土佐山田町逆川,国)

山宣山の中腹にある鍾乳洞洞窟で,上下2つの

洞穴群にわかれる･石灰岩は山宣山層群(二畳紀か

らジュラ紀の複合岩類からなる)の一部で,洞内に

は巨大な鍾乳石や石筍が発達する.上部洞穴から弥

生後期の人類遺跡がみつかっている.

大引割峠の亀裂

(高岡郡仁淀村大引峠,国)

大引割峠は仁淀村と東津野村との村境をなす.峠

の西約160mの地点にある赤褐色チャｰト(二畳

系?)の中に,ぽぽ東西の欠きた亀裂が2本ある.

南側のものを大引割,北側のものを小引割と呼び,

両者は30～40m離れている.大引割は全長75m,

幅3～8m,深さ30m以上,小引割は全長60m,

幅1.5～5m,深さ20m以上である.成因について

は諸説があり,その1つに南海道地震の際の地殻

変動を主張する考えがある.

天狗岳不整合

(香美郡土佐山田町新改,県)

休場部落の南で新改川右岸に露出.基盤岩である

休場層のチャｰト(二畳系?)の上に,傾斜不整合の

関係で領石層(白亜紀)の基底礫岩が堆積した.さら

にその上に,物部川層が堆積した.これらの地層の

全体が,その後逆転したので,現在は領石層基底礫

岩の上に休場層が堆積したように見える.

千尋岬の化癌漣痕

(土佐清水市三崎,国)

土佐清水市浦尻から西に分布する中新世の砂岩と

泥岩の互層(三崎層,2000万年前)には,化石漣痕

その他の浅海性堆積構造がよく発達している(写真

ほわ

9).特に千尋岬先端の外海岸には水流漣痕や複合

漣痕が確認されている.

押ノ川の化石漣痕

(宿毛布押ノ川ホドオカ山採石場,県)

第三系砂岩の少なくとも3枚の層面で観察され,

方向の少し異なる水流作用による複合漣痕.

とうせんじま

唐船島の隆起海岸

(土佐潜水市浦尻,国)

1946年12月21目の南海地震で,室戸岬先端は

120cm,足摺岬先端は100cm隆起した.土佐清水

港の東方奥にある小島唐船島もこの時隆起した.地

震前の最高潮位線と地震後の最高潮位線は,貝類の

付着によって比べることができ,地震によって80

Cm隆起したことがわかった.その後約半世紀を経

た現在では,地震前の最高潮位線は不明にたった.

天然記念物の名勝的要素と学術的要素

天然記念物は,文化財保護法によれば,r我が国

にとって学衛上価値の高いもの｣(第2条4)とされ

ている.r地質鉱物｣の場合は,性格上,r名勝｣と

｢学術的価値｣の重複Lているものが多い.また,

年を経るとともの学術的価値の低下するものがあっ

ても,記念物の指定を解除された例はない.

第1表は天然記念物を｢国指定｣と｢県指定｣

地質ニュｰス454号�
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写真9高知県,土佐清水市付近の漣痕化石

(撮影:石原舜三)､

の枠にこだわらず,項目別に整理しなおしたもので

ある.

表を見てます感ずることであるが,中国･四国全

体で指定された天然記念物の件数が101件であるの

はいかにも少ない.実際には,県指定はもう少し多

いが,特に,鳥取県と四国全県ではさらに指定件数

を増やしたいものである.

r地質鉱物｣に関する天然記念物は,例外なく,

過去から現在までの地質現象の総括されたものであ

る.直観的に｢すばらしい｣｢不思議だ｣｢珍しい｣

と感ずる対象は万人むきの名勝的要素の多い記念物

(第1表グノレｰプI)と言えるだろう.この種のも

のは,現在(第四紀)の侵食作用による造形が大部分

で,全体の1/3弱の件数が指定されている.他方,

少しでも地質学の知識のある人を驚かし,現地でい

ろいろ考えさせるのは学術的要素の多い記念物(第

1表グルｰプ皿)と言えるだろう.この種の記念物

は教育上重要で,また,r地質鉱物｣の知識を持っ

ている人には,それぞれの事門的立場のちがいこそ

1992年6月号

写真10高知県竜串,中新世砂岩層におけるノジュｰル

と豊後水道を渡る風波食により生じた蜂の巣構

造(撮影:石原舜三).

あれ,様々な感動を与えている.しかし,一般の人

にとっては,格別興味はよぼないものも多い.この

グルｰプの指定件数は,全体の1/2弱で最も多い.

残りの約1/3(第1表グノレｰプ皿)は名勝的要素と学

術的要素を兼ね備えているといえるものである.こ

うして,上のように3つのグノレｰプに分ければ,

天然記念物の指定が大変バランスよく検討されてい

るようにもみえる.

名勝的要素の多い天然記念物は,他国にはない日

本独特のものが多く,できるだけ沢山の人に見学し

て貰いたい.そのためには,交通の便が考慮されね

ぼたらない.しかし,交通の便をよくすることと,

天然記念物を保存(=現状維持)することは矛盾する

ことなので,自然保存には環境保護に対する総括的

た知識から指摘される科学的要求が実現できるよう

に,経済的な配慮カミかかせたい.この種の記念物の

件数は今後飛躍的に増加するとは思えないので,他�
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第1表

中国･四国の天然記念物

(グルｰプ)�I���皿�皿�����

(項目)�侵食1)�石灰洞�地質2)�漣痕�他3)�節理�台地4)�断層�岩海�(計)

鳥取県�1��3����1���5

島根県�4��7��2�4��1��18

岡山県�3�3�4��2�1�3�1��17

広島県�3�1�3��3���6�1�17

山口県�3�4�4���2�1��2�16

徳島県�2��3�2�1���1��9

香川県���2���1�1�1��5

愛媛県�1�1�4�����2��8

高知県��1��2�2���1��6

����〉�����㌉㌉

�������

(計)����������

������〉�

1)おもに海食と河食2)化石,鉱物,岩石を含む

3)不整合･その他

4)台地状地形

を見つげる努力と同時に,現状緯持に対Lて一層の

努力を切望してやまたい.

学術的要素の多い天然記念物は,どちらかといえ

ぽ,交通の便の悪い場処に露出していることが多い

が,名勝的要素の多い天然記念物のように,交通の

便を考える必要はほとんどない.しかし,この場

合,不必要な標本採取によって,あるいは過渡の掘

削によって,記念物が損傷している場合が多いのは

残念なことである.この種の記念物は今後どんどん

指定件数を増す努力が必要であろう.

名勝的要素と学術的要素を共有している第皿グル

ｰプの天然記念物は,記念物としての価値は高い

が,記念物の立地条件も指定の重要なポイソトにな

るので,記念物を新しく指定することは,現実には

なかたかむずかしいようである.私は天然記念物の

整理をしながら,この第皿グルｰプに大変興味を持

った.第皿グルｰプの記念物には地質学的た長い時

間の自然の営みが刻み込まれたままになっていて,

侵食による造形は二次的た意味しかない.それらの

中でも,次の2つの項目,r台地｣とr岩海｣に,

私は,特に注目しておきたい.

｢台地｣(=台地状地形)の件数6の内訳は鳥取砂

丘,吉備高原,秋吉台,阿哲台,上房台,屋島であ

る.台地状地形が多様であるように,その成因も実

に多様である.しかし,それらはいずれも地質学的

な長い時間をかげて完成された点では共通してい

る.日本のように雨量の多い風土ではおうとつの多

い地形がごく普通で,巨視的に見て平垣な地形は貴

重である.私達は目本の中の平坦な地形に対して驚

かなくなっているのではないだろうか.私は今後も

う少し平垣な地形に注目する必要カミあるように思

う.

次に第1表で,｢岩海｣を1つの項目として選ん

だのは,｢大岩郷｣とか｢岩海｣と呼ばれている巨

礫の集団が,大変に特異な光景に思われるからであ

る･岩海には無数の巨礫が集中的に集まり,砂や小

礫を伴うことはなく,水流を必ず伴うわげでもた

い.岩海の周辺の地捗は一般に極めて緩い.しかも

巨礫の源岩は現地性に近い花嵩岩質岩石である.岩

海(Fe1senmeer)は節理のよく発達した岩石が凍結

地質ニュｰス454号�
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融解の繰り返しによって破壊されて礫となり(地

学事典,平凡杜),岩塊流とたって移動したもの,

と説明されている.花開岩質岩石には方状節理が発

達し易く,結果として円い巨礫が無数に生産され,

岩海が形成され易いのであろう.凍結と融解がひん

ぱんに繰り返されるためには,寒冷気侯と温暖気侯

の繰り返しが好都合だし,ほとんど平地に近い緩傾

斜地では水よりも氷の方が巨礫を容易に移動きすこ

とができるであろう.私には岩海は氷河に深く関連

しているように思えてならない.このような意識で

岩海を探せばヨ岩海はさらに多く発見され,第四紀

の古気候の解明にも役立つのではなかろうか.
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